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                             単施設研究用 

 

口腔癌患者におけるControlling Nutritional Statusを用いた栄養評価 

に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2006年1月1日～2024年3月31日に当院歯科口腔外科で口腔癌に対する治療を受けられ

た方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

【目的】 

Controlling Nutritional Status（以下「CONUT」という。）値はタンパク・脂質代謝

能、免疫能を反映するスコアで栄養状態を多面的に評価する指標です。近年、消化器癌に

おける予後マーカー、合併症予測マーカー、心不全患者での短期予後マーカーなどの臨床

的意義に関する報告がなされています。口腔癌患者においても治療時の栄養状態からリス

ク評価ができる可能性があります。栄養指標と治療時合併症、予後との関連を明らかにす

ることでリスクマーカーとしての有用性を示すだけでなく、栄養管理において目標とすべ

き状態を客観的に示すことができる可能性があり、これにより、よりよい栄養管理の方法

の探索に繋げことが期待できます。 

【方法】 

対象となる患者さんの電子カルテから診療情報（血液検査結果、年齢、性別、身長、体重、

既往歴、併存症、口腔癌の部位・ステージ、病理組織検査結果、治療内容、術後合併症、入

院期間、転帰、生活習慣 等）を収集します。血液検査の結果からCONUT値を算出し、以下

の項目に関する予測可能性の評価を行います。1）全生存期間、2）無病生存期間、3）術後

創部感染の有無、4）術後肺炎の有無、5）入院期間、6）術後治療までの日数。 

【研究期間】 

実施承認日～2027年3月31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：なし 

情報：血液検査結果、年齢、性別、身長、体重、既往歴、併存症、口腔癌の部位・ステー

ジ、病理組織検査結果、治療内容、術後合併症、入院期間、転帰、飲酒・喫煙習慣 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内
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で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部感覚器外科学講座顎顔面外科学 

〒466-8550名古屋市昭和区鶴舞町65 

TEL：052-744-2348 

名古屋大学医学部附属病院歯科口腔外科 助教 山口 聡 

 

研究責任者： 

名古屋大学医学部附属病院歯科口腔外科 助教 山口 聡 

 


